
ＨＴ２

【実施内容

・プログラム

本プログ

的に計算で

的に計算で

ング問題，

である． 

 そのため

体感できる

学や情報の

・当日のス

09:11-09:3

10:00-10:3

10:30-11:0

11:00-12:0

12:00-13:0

13:00-13:4

は計算でき

13:45-14:3

14:30-15:0

15:00-15:3

15:30-16:0

16:00 終了

16：10-16：

ひらめき

７２７１ 

容】 

ムを留意、工

ラムでは，離

できない問題

できる問題とそ

整列といった

めに，本プログ

る実習を行った

の知識だけで

スケジュール

30 09:45-10:0

30 受付（イン

00 開講式（あ

00 講義＆実

00 昼食 

45 講義「対角

きない問題」 

30 講義＆実

00 ティータイ

30 講義「コン

00 修了式（ア

了・解散

24 バスによ

き☆ときめき

夫した点 

離散数学や情

題，原理的には

その計算効率

た具体的な題

グラムでは，コ

た．このことに

で，計算可能性

04 バスによる

ンタラクティブ

あいさつ，大学

実習「ポストの

角線論法」お

実習「整列アル

イム 

ンピュテーショ

アンケート記入

よる移動（情報

きサイエンス
（研究成果

実  施

情報科学の最

は計算できる

率について，そ

題材を通して，

コンピュータを

により，受講生

性やアルゴリ

る移動（飯塚

学習棟(MILA

学紹介，オリ

対応問題：原

よび講義＆実

ルゴリズム：現

ョンについての

入，未来博士

報工学部～飯

平成２７年度
ス～ようこそ
の社会還元

施   報   告

 コンピュテーションへの誘い

開 催

実 施 機

（実施場

実施代表

（所属・職

受 講

関 連 ＵＲ

も基本的な問

るがコンピュー

それぞれポス

コンピュータ

を一切用いず

生の事前のプ

リズムといった

塚バスセンター

AiS)集合） 

エンテーショ

原理的に計算

実習「X3C とビ

現実的に計算

の総括」 

士号の授与）

飯塚バスセン

度 
そ大学の研究
・普及事業）
告   書 

日：

関：

所） 

表者：

職名）

生：  

ＲＬ：

平成27

九州工

九州工

平田 耕

大学院

知能情

高校生

http://

問題である「計

ータを使っても

ストの対応問

タにおける計算

ずに，番号札を

プログラミング

た計算の本質

ー～ＪＲ新飯塚

ン，科研費の

算できない問題

ビンパッキン

算できる問題と

ンター～ＪＲ新

究室へ～KA

7 年8 月1 日

工業大学 

工業大学情報工

耕一 

院情報工学研究

情報工学研究系

生12 名 

www.iizuka.kyu

計算」を取り上

も現実的には

題，集合被覆

算の意味を理

を利用しなが

グ能力は全く不

質を体感できる

塚駅～情報工

の説明） 

題」 

グ：原理的に

と計算効率」 

飯塚駅） 

KAKENHI 

日（土） 

工学部 

究院 

系 教授 

yutech.ac.jp/hi

上げている．そ

は計算できない

覆問題(X3C)

理解してもらう

がら実際の手作

不要な上，高

るようになって

工学部） 

に計算できるが

rameki/ 

そして，原理

い問題，現実

とビンパッキ

うことが目的

作業によって

高校生の数

ている． 

が現実的に

実

て



 

・実施の様

3 名ずつの

題，集合被

 

番号札を用

 

記念撮影(

 

・事務局と

広報室と広

総務係との

 

・広報体制

広報室との

西日本新聞

高校訪問，

福岡県内の

大学ＨＰで

各種ポータ

 

・安全配慮

4 人の大学

リエーション

 

様子 

の 4 班に分か

被覆問題の実

用いた，ポスト

別プログラム

の協力体制 

広報委員会と

の連携で書類

制 

の連携により次

聞への広告．

進学説明会

の公立、私立

での告知． 

タルサイトで告

慮 

学院生のアドバ

ン保険に加入

かれて，それぞ

実習の様子，お

トの対応問題

ムと合わせて)

との連携で広報

類作成，物品購

次のような広

 

会，入試説明会

立高校へチラシ

告知． 

バイザが安全

入してもらった

ぞれの講義と

および記念撮

題        

) 

報や実施につ

購入，謝金な

広報を行った．

会においてチ

シとポスター

全確保を手助

た． 

と実習を行った

撮影(別プログ

   集合被

ついて協力を

などの手続きを

 

チラシ配布．

の郵送． 

助けした．また

た．上から順

グラムと合わせ

被覆問題の実

をいただいた．

を行った． 

た，受講生と実

に，番号札を

せて)である．

実習の様子 

 

実施協力者（

を用いた，ポス

 

大学院生）に

ストの対応問

 

に短期のレク

問



 

 

・今後の発展性、課題 

受講者には，講義内容の資料を配布し，その中にはさらに進んで読むとよい図書を案内した． 

また，今回は紙ではなくシートを利用したが，これは非常によかった．特に，演習ごとに設定をシートに書くこと

ができるのは，今後の演習を考える上で発展性が見込める． 

今回は，ポストの対応問題，集合被覆，ビンパッキング，整列についての演習を行ったが，集合被覆は比較的

簡単になってしまい，また，ビンパッキングは番号札の下一桁しか利用しないので，混乱を生じやすいので，こ

の 2 つについては工夫の必要性を感じた．また，集合被覆やビンパッキング問題以外にも，原理的には計算

できるが現実的には計算できない問題を簡単にかつ興味深く理解することができる題材を考えることが課題

である． 

また，今回は新たに「対角線論法」の話を追加し，対角線言語を利用した解説を行ったが，まだ分かりづらい

印象だったので，この部分をもう少し工夫していきたい．  
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